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宮島天賜単帯所にて
　　　田　子　　甫　人

　　　　　　　o

園蓋の春室重し天文豪

天文馨i淫く白雲と夜櫻と

朧夜の地は横たはる天文毫

森閑と天測室の春の闇

星雲は朧に：天はかぎり無く

　　　　　　　o

夏の早天文星の灯る見ゆ

涼風のはてに燵く星測る

天文藁た9’涼風の濟るのみ

蒼窒の星を衛りて白夜果つ

夏雲の四方に動ける天文篁

　　　　　　　o

　宮島氏所払天球儀5句

秋深くとり出て古き天球儀

秋の灯に大き影もち天球儀

天球儀前に秋夜の邊々と更く

　　　　　　　o

階段へ秋の燭探る天文壷

秋閑けし階踏み踏みて天文肇

杳闇の狭き階踏む天文墓

星衛る四邊の扉びそと閉づ

世を距つ扉の裡に星を硯る
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燦欄の星座まともにドム開く

　　　　　めぐ
スリットに廻るオリオン面のあたり

天文墓星の光の外はなく

星指して望遠鏡のひた向きに

望遠鏡ぴ潅と合せて星と更く

天の川ややに傾く天文憂

星衛る衣に露：の重りつ玉

　　　　　　　○

天文旧地の面に著き雪の嶺

寒星を指してレンズの澄き透る

天文蔓燭はやらがす箱降る

地は凍えて四肢は凍えつ曳星と活く

地は凍えて星座おのおの移るのみ

　　　　　　　○

　宮島天功観測所圭
新星と語る瞳の輝かに
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　　　　　　日食座談會開催

　日　時　　7月19日（口）　午後6時30分よリ

　場　所　　京都市東一條　帝大學友會館

花山天文豪日食親測隊諸先生及び京阪地方より北海道

へ出張せる二三を中心として6月19日の［1食を語る

會．糊測蛮表，山回展槻．會負諸氏の多数出席を希望

する．

　　　　　　　　京星會・東亜天文協會


